
 －1－ 

 ＭＳＡ５００ リアルタイムモード 取扱説明書 （第1.00版） 

リアルタイムモードでは、以下の８種の解析機能があります。 

スペクトル解析 / スペクトログラム解析 / オーバーライト解析 /  

パワー対時間 / 周波数対時間 / 位相対時間 / ＩＱ対時間 / Ｑ対Ｉ 

また、オーバーライト解析を除くリアルタイムモードには、画面表示が１波形表示と２波形表示の２つの方法があります。 

 

 

 

 

 

 

 

１波形表示                                ２波形表示 

選択されている解析機能がANALYSISに表示されています。 

２波形表示は、ＭＡＩＮ画面（上段）とＳＵＢ画面（下段）とから成り、それぞれに表示できる波形は次の通りです。 

＜ＭＡＩＮ画面＞ （解析するフレームの波形のみが表示されます。） 

スペクトル解析 / スペクトログラム解析 / パワー対時間 / 周波数対時間 / 位相対時間 / ＩＱ対時間 / Ｑ対Ｉ 

＜SUB画面＞ （取り込んだ全フレームの波形が表示されます。） 

パワー対時間 / スペクトログラム解析  

２波形表示では、ＭＡＩＮ画面（上段）で選択されている解析機能が ANALYSISに表示されています。 

取り込んだ全フレームの波形をＳＵＢ画面（下段）に表示させて、その波形を見ながら、解析する部分のフレームと波形の種

類を選択、変更し、ＭＡＩＮ画面（上段）に波形を表示します。 
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                        を押すことで、掃引モードとリアルタイムモードを切り換えることができます。 

リアルタイムモードの場合、以下のリアルタイム・スペアナメニューが表示されます。 

     リアルタイム・スペアナメニュー（オーバーライト測定以外選択時） 

 

 

 

 

 

 

    リアルタイム・スペアナメニュー（オーバーライト測定選択時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １  １  １  １ 
 

    

 
 ANALYSIS  STR FRAME  

 

 
 

 
 

 

MAIN  SUB  200    
 

    

OPERATION MODE 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 
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１. １波形表示での測定 

 

１－１. スペクトル解析 

スペクトル解析では、横軸：周波数、縦軸：パワーで１フレーム分の波形を表示します。 

 

 

（１） 

 

 

 

 

 

 

   リアルタイム・スペアナメニューで          を押しますと次の表示になります。 

 

 

 

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １  １  １  １ 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

横軸：周波数、縦軸：パワー 



 －4－ 

（２） 

 

 

 

 

 

 

             を押した後に、        を押して、リアルタイム・スペアナメニューに戻ります。 

（３） 

 

 

 

 

 

 

   スペクトル解析は１フレーム分の表示ですので、                         は変更できません。 

           を押しますと測定を開始します。 

 

トリガ設定で、１回だけ測定を行う ＳＩＮＧＬＥモードと、連続で測定を行う ＣＯＮＴＩＮＵＥモードを切り換えます。 

（起動時はＳＩＮＧＬＥモードに設定されています。） 

  を押しますと次の表示になります。 

 

 

 

 

 

 

 

             を押しますとＳＩＮＧＬＥモードとＣＯＮＴＩＮＵＥモードが切り換わります。 

 

 
 SPECTRUM  SPECTROGM  OVERWRITE  T DOMAIN  

 
   

 
 

     SELECT   RETURN 
 

    

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １  １  １  １ 
 

    

 
 TRIG SRC  PRE TRIG  SLOPE  SCAN  OFS STEP  ＩＭＰ  

SELECT 
 

100％  RISE  SINGLE  １dB  ５０Ω 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

HOLD / RUN 

Ｆ１ 

Ｆ３ 

Ｆ１ 

Ｆ４ 

Ｆ１ 

Ｆ５ 

Ｆ１ 

ＴＲＩＧ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ４ 

Ｆ１ 
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１－２. スペクトログラム解析 

スペクトログラム解析では、横軸：時間（フレーム数）、縦軸：周波数、色：パワーの３次元で波形を表示します。 

 

 

（１） 

 

 

 

 

 

 

   リアルタイム・スペアナメニューで          を押しますと次の表示になります。 

 

 

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １  １  １  １ 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

横軸：時間（フレーム数）、縦軸：周波数、色：パワー 
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（２） 

 

 

 

 

 

 

             を押した後に、        を押して、リアルタイム・スペアナメニューに戻ります。 

（３） 

 

 

 

 

 

 

              で、取り込むフレーム数（時間）を設定します。 最大フレーム数は５００です。 

                は変更できません。 

   （１フレームに対応する時間はスパンに依存します（反比例の関係）。） 

           を押しますと測定を開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 SPECTRUM  SPECTROGM  OVERWRITE  T DOMAIN  

 
   

 
 

     SELECT   RETURN 
 

    

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １００  １  １００  １ 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ２ 

Ｆ１ 

Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ３ 

Ｆ１ Ｆ４ 

Ｆ１ 

Ｆ５ 

Ｆ１ 

HOLD / RUN 

Ｆ１ 
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１－３. オーバーライト解析 

オーバーライト解析では、横軸：周波数、縦軸：パワー、色：発生頻度で複数フレームの波形を重ね書きして表示します。 

 

 

（１） 

 

 

 

 

 

 

   リアルタイム・スペアナメニューで          を押しますと次の表示になります。 

 

 

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １  １  １  １ 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

横軸：周波数、縦軸：パワー、色：発生頻度 
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（２） 

 

 

 

 

 

 

             を押した後に、        を押して、リアルタイム・スペアナメニューに戻ります。 

（３） 

 

 

 

 

 

 

  で、   ２００    ５００    １０００    ２０００    ５０００    ＊＊（無限） 

のいずれかにオーバーライト蓄積フレーム数を設定します。 

           を押しますと測定を開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 SPECTRUM  SPECTROGM  OVERWRITE  T DOMAIN  

 
   

 
 

     SELECT   RETURN 
 

    

 
 ANALYSIS  STR FRAME  

 

 
 

 
 

 

MAIN  SUB  ２００    
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ３ 

Ｆ１ 

Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

HOLD / RUN 

Ｆ１ 

Ｆ３ 

Ｆ１ 
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１－４. パワー対時間 

パワー対時間では、横軸：時間（フレーム数）、縦軸：パワーで波形を表示します。 

 

 

（１） 

 

 

 

 

 

 

   リアルタイム・スペアナメニューで          を押しますと次の表示になります。 

 

 

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １  １  １  １ 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

横軸：時間（フレーム数）、縦軸：パワー 
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（２） 

 

 

 

 

 

 

             を押しますと次の表示になります。 

（３） 

 

 

 

 

 

 

             を押した後に、        を２回押して、リアルタイム・スペアナメニューに戻ります。 

（４） 

 

 

 

 

 

 

              で、取り込むフレーム数（時間）を設定します。 最大フレーム数は５００です。 

                は変更できません。 

   （１フレームに対応する時間はスパンに依存します（反比例の関係）。） 

 

           を押しますと測定を開始します。 

 

 

 
 SPECTRUM  SPECTROGM  OVERWRITE  T DOMAIN  

 
   

 
 

     SELECT   RETURN 
 

    

 
 POWER - T  FREQ - T  PHASE - T  IQ - T  Q - I    

 
 

         RETURN 
 

    

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １００  １  １００  １ 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ４ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ３ 

Ｆ１ Ｆ４ 

Ｆ１ 

Ｆ５ 

Ｆ１ 

HOLD / RUN 

Ｆ１ 
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１－５. 周波数対時間 

周波数対時間では、横軸：時間（フレーム数）、縦軸：周波数で波形を表示します。 

 

 

（１） 

 

 

 

 

 

 

   リアルタイム・スペアナメニューで          を押しますと次の表示になります。 

 

 

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １  １  １  １ 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

横軸：時間（フレーム数）、縦軸：周波数 
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（２） 

 

 

 

 

 

 

             を押しますと次の表示になります。 

（３） 

 

 

 

 

 

 

             を押した後に、        を２回押して、リアルタイム・スペアナメニューに戻ります。 

（４） 

 

 

 

 

 

 

              で、取り込むフレーム数（時間）を設定します。 最大フレーム数は５００です。 

                は変更できません。 

   （１フレームに対応する時間はスパンに依存します（反比例の関係）。） 

           を押しますと測定を開始します。 

 

（注）リファレンスレベルは、予め、パワー対時間で測定したい信号のパワーを確認し、 

信号のパワーよりも、大きい値に設定してください。 

 
 SPECTRUM  SPECTROGM  OVERWRITE  T DOMAIN  

 
   

 
 

     SELECT   RETURN 
 

    

 
 POWER - T  FREQ - T  PHASE - T  IQ - T  Q - I    

 
 

         RETURN 
 

    

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １００  １  １００  １ 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ４ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ2 

Ｆ１ 

Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ３ 

Ｆ１ Ｆ４ 

Ｆ１ 

Ｆ５ 

Ｆ１ 

HOLD / RUN 

Ｆ１ 
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１－６. 位相対時間 

位相対時間では、横軸：時間（フレーム数）、縦軸：位相で波形を表示します。 

 

 

（１） 

 

 

 

 

 

 

   リアルタイム・スペアナメニューで          を押しますと次の表示になります。 

 

 

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １  １  １  １ 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

横軸：時間（フレーム数）、縦軸：位相 
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（２） 

 

 

 

 

 

 

             を押しますと次の表示になります。 

（３） 

 

 

 

 

 

 

             を押した後に、        を２回押して、リアルタイム・スペアナメニューに戻ります。 

（４） 

 

 

 

 

 

 

              で、取り込むフレーム数（時間）を設定します。 最大フレーム数は５００です。 

                は変更できません。 

   （１フレームに対応する時間はスパンに依存します（反比例の関係）。） 

           を押しますと測定を開始します。 

 

（注）リファレンスレベルは、予め、パワー対時間で測定したい信号のパワーを確認し、 

信号のパワーよりも、大きい値に設定してください。 

 
 SPECTRUM  SPECTROGM  OVERWRITE  T DOMAIN  

 
   

 
 

     SELECT   RETURN 
 

    

 
 POWER - T  FREQ - T  PHASE - T  IQ - T  Q - I    

 
 

         RETURN 
 

    

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １００  １  １００  １ 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ４ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ３ 

Ｆ１ 

Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ３ 

Ｆ１ Ｆ４ 

Ｆ１ 

Ｆ５ 

Ｆ１ 

HOLD / RUN 

Ｆ１ 



 －15－ 

１－７. ＩＱ対時間 

ＩＱ対時間では、横軸：時間（フレーム数）、縦軸：ＩＱ（黄色がＩ、緑がＱ）で波形を表示します。 

 

 

（１） 

 

 

 

 

 

 

   リアルタイム・スペアナメニューで          を押しますと次の表示になります。 

 

 

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １  １  １  １ 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

横軸：時間（フレーム数）、縦軸：ＩＱ（黄色がＩ、緑がＱ） 
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（２） 

 

 

 

 

 

 

             を押しますと次の表示になります。 

（３） 

 

 

 

 

 

 

             を押した後に、        を２回押して、リアルタイム・スペアナメニューに戻ります。 

（４） 

 

 

 

 

 

 

              で、取り込むフレーム数（時間）を設定します。 最大フレーム数は５００です。 

                は変更できません。 

   （１フレームに対応する時間はスパンに依存します（反比例の関係）。） 

           を押しますと測定を開始します。 

 

（注）リファレンスレベルは、予め、パワー対時間で測定したい信号のパワーを確認し、 

信号のパワーよりも、大きい値に設定してください。 

 
 SPECTRUM  SPECTROGM  OVERWRITE  T DOMAIN  

 
   

 
 

     SELECT   RETURN 
 

    

 
 POWER - T  FREQ - T  PHASE - T  IQ - T  Q - I    

 
 

         RETURN 
 

    

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １００  １  １００  １ 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ４ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ４ 

Ｆ１ 

Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ３ 

Ｆ１ Ｆ４ 

Ｆ１ 

Ｆ５ 

Ｆ１ 

HOLD / RUN 

Ｆ１ 
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１－８. Ｑ対 Ｉ 

Ｑ対Ｉでは、横軸：Ｉデータ、縦軸：Ｑデータで極座標表示をします。 

 

 

（１） 

 

 

 

 

 

 

   リアルタイム・スペアナメニューで          を押しますと次の表示になります。 

 

 

 

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １  １  １  １ 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

横軸：Ｉデータ、縦軸：Ｑデータ 
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（２） 

 

 

 

 

 

 

             を押しますと次の表示になります。 

（３） 

 

 

 

 

 

 

             を押した後に、        を２回押して、リアルタイム・スペアナメニューに戻ります。 

（４） 

 

 

 

 

 

 

              で、取り込むフレーム数（時間）を設定します。 最大フレーム数は１００です。 

                は変更できません。 

   （１フレームに対応する時間はスパンに依存します（反比例の関係）。） 

           を押しますと測定を開始します。 

 

（注）リファレンスレベルは、予め、パワー対時間で測定したい信号のパワーを確認し、 

信号のパワーよりも、大きい値に設定してください。 

 
 SPECTRUM  SPECTROGM  OVERWRITE  T DOMAIN  

 
   

 
 

     SELECT   RETURN 
 

    

 
 POWER - T  FREQ - T  PHASE - T  IQ - T  Q - I    

 
 

         RETURN 
 

    

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １００  １  １００  １ 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ４ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ５ 

Ｆ１ 

Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ３ 

Ｆ１ Ｆ４ 

Ｆ１ 

Ｆ５ 

Ｆ１ 

HOLD / RUN 

Ｆ１ 
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２. ２波形表示での測定 

まず、ＳＵＢ画面（下段）に表示する波形を設定して、測定を行い、取り込んだ全フレームのＳＵＢ画面（下段）の波形を 

見ながら、ＭＡＩＮ画面（上段）に表示する解析フレームと波形の種類を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横軸：時間（フレーム数）、縦軸：周波数、色：パワー 

横軸：周波数、縦軸：パワー 
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２－１．ＳＵＢ画面 

ＳＵＢ画面（下段）を設定して、測定を行った後に、ＭＡＩＮ画面（上段）を設定します。 

 

２－１－１. ＳＵＢ画面 ： パワー対時間 

（１） 

 

 

 

 

 

 

   リアルタイム・スペアナメニューで          を押しますと次の表示になります。 

（２） 

 

 

 

 

 

 

             を押した後に、        を押して、リアルタイム・スペアナメニューに戻ります。 

（３） 

 

 

 

 

 

 

              で、取り込むフレーム数（時間）を設定します。 最大フレーム数は１６３８３です。 

                は測定後に設定します。 

 

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １  １  １  １ 
 

    

 
 POWER - T  SPECTROGM  OFF  

 

   

 
 

      RETURN 
 

    

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １０００  １  １  １ 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ２ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ３ 

Ｆ１ Ｆ４ 

Ｆ１ 

Ｆ５ 

Ｆ１ 



 －21－ 

           を押しますと測定開始し、ＳＵＢ画面（下段）に取り込んだ全フレームの波形が表示されます。 

     その波形を見ながら、ＭＡＩＮ画面（上段）に表示する解析フレームと波形の種類を設定します。 

 

２－１－２. ＳＵＢ画面 ： スペクトログラム解析 

（１） 

 

 

 

 

 

 

   リアルタイム・スペアナメニューで          を押しますと次の表示になります。 

（２） 

 

 

 

 

 

 

             を押した後に、        を押して、リアルタイム・スペアナメニューに戻ります。 

（３） 

 

 

 

 

 

 

              で、取り込むフレーム数（時間）を設定します。 最大フレーム数は１６３８３です。 

                は測定後に設定します。 

 

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １  １  １  １ 
 

    

 
 POWER - T  SPECTROGM  OFF  

 

   

 
 

      RETURN 
 

    

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １０００  １  １  １ 
 

    

HOLD / RUN 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ２ 

Ｆ１ 

Ｆ２ 

Ｆ１ 

Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ３ 

Ｆ１ Ｆ４ 

Ｆ１ 

Ｆ５ 

Ｆ１ 



 －22－ 

           を押しますと測定開始し、ＳＵＢ画面（下段）に取り込んだ全フレームの波形が表示されます。 

     その波形を見ながら、ＭＡＩＮ画面（上段）に表示する解析フレームと波形の種類を設定します。 

 

２－２．ＭＡＩＮ画面 

ＳＵＢ画面（下段）を設定して、測定を行った後に、ＭＡＩＮ画面（上段）を設定します。 

 

２－２－１. ＭＡＩＮ画面 ： スペクトル解析 

（１） 

 

 

 

 

 

 

   リアルタイム・スペアナメニューで          を押しますと次の表示になります。 

（２） 

 

 

 

 

 

 

             を押した後に、        を押して、リアルタイム・スペアナメニューに戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １０００  １  １  １ 
 

    

 
 SPECTRUM  SPECTROGM  OVERWRITE  T DOMAIN  

 
   

 
 

     SELECT   RETURN 
 

    

HOLD / RUN 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

Ｆ６ 

Ｆ１ 
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（３） 

 

 

 

 

 

 

              で、解析を開始するフレーム数を設定します。 最大は取り込みフレーム数です。 

スペクトル解析は１フレーム分の表示ですので、        は変更できません。 

ＭＡＩＮ画面（上段）に解析を行う部分のフレームの波形が表示されます。 

 

２－１－２. ＭＡＩＮ画面 ： スペクトログラム解析 

（１） 

 

 

 

 

 

 

   リアルタイム・スペアナメニューで          を押しますと次の表示になります。 

（２） 

 

 

 

 

 

 

             を押した後に、        を押して、リアルタイム・スペアナメニューに戻ります。 

 

 

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １０００  １  １  １ 
 

    

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １０００  １  １  １ 
 

    

 
 SPECTRUM  SPECTROGM  OVERWRITE  T DOMAIN  

 
   

 
 

     SELECT   RETURN 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ４ 

Ｆ１ Ｆ５ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ２ 

Ｆ１ 

Ｆ６ 

Ｆ１ 



 －24－ 

（３） 

 

 

 

 

 

 

で、解析を開始するフレーム数を設定します。 最大は取り込みフレーム数です。 

で、解析を行うフレーム数を設定します。 最大のフレーム数は５００、もしくは、 

解析を開始するフレーム数から取り込んだ最大のフレーム数の範囲です。 

 

ＭＡＩＮ画面（上段）に解析を行う部分のフレームの波形が表示されます。 

 

２－１－３. ＭＡＩＮ画面 ： パワー対時間 

（１） 

 

 

 

 

 

 

   リアルタイム・スペアナメニューで          を押しますと次の表示になります。 

（２） 

 

 

 

 

 

 

             を押しますと次の表示になります。 

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １０００  １  １００  １ 
 

    

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １０００  １  １  １ 
 

    

 
 SPECTRUM  SPECTROGM  OVERWRITE  T DOMAIN  

 
   

 
 

     SELECT   RETURN 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ４ 

Ｆ１ Ｆ５ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ４ 

Ｆ１ 
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（３） 

 

 

 

 

 

 

             を押した後に、        を２回押して、リアルタイム・スペアナメニューに戻ります。 

 

（４） 

 

 

 

 

 

 

で、解析を開始するフレーム数を設定します。 最大は取り込みフレーム数です。 

で、解析を行うフレーム数を設定します。 最大のフレーム数は５００、もしくは、 

解析を開始するフレーム数から取り込んだ最大のフレーム数の範囲です。 

 

ＭＡＩＮ画面（上段）に解析を行う部分のフレームの波形が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 POWER - T  FREQ - T  PHASE - T  IQ - T  Q - I    

 
 

         RETURN 
 

    

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １０００  １  １００  １ 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ４ 

Ｆ１ Ｆ５ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

Ｆ６ 

Ｆ１ 
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２－１－４. ＭＡＩＮ画面 ： 周波数対時間 

（１） 

 

 

 

 

 

 

   リアルタイム・スペアナメニューで          を押しますと次の表示になります。 

（２） 

 

 

 

 

 

 

             を押しますと次の表示になります。 

（３） 

 

 

 

 

 

 

             を押した後に、        を２回押して、リアルタイム・スペアナメニューに戻ります。 

 

 

 

 

 

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １０００  １  １  １ 
 

    

 
 SPECTRUM  SPECTROGM  OVERWRITE  T DOMAIN  

 
   

 
 

     SELECT   RETURN 
 

    

 
 POWER - T  FREQ - T  PHASE - T  IQ - T  Q - I    

 
 

         RETURN 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ４ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ２ 

Ｆ１ 

Ｆ６ 

Ｆ１ 
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（４） 

 

 

 

 

 

 

で、解析を開始するフレーム数を設定します。 最大は取り込みフレーム数です。 

で、解析を行うフレーム数を設定します。 最大のフレーム数は５００、もしくは、 

解析を開始するフレーム数から取り込んだ最大のフレーム数の範囲です。 

 

ＭＡＩＮ画面（上段）に解析を行う部分のフレームの波形が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １０００  １  １００  １ 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ４ 

Ｆ１ Ｆ５ 

Ｆ１ 
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２－１－５. ＭＡＩＮ画面 ： 位相対時間 

（１） 

 

 

 

 

 

 

   リアルタイム・スペアナメニューで          を押しますと次の表示になります。 

（２） 

 

 

 

 

 

 

             を押しますと次の表示になります。 

（３） 

 

 

 

 

 

 

             を押した後に、        を２回押して、リアルタイム・スペアナメニューに戻ります。 

 

 

 

 

 

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １０００  １  １  １ 
 

    

 
 SPECTRUM  SPECTROGM  OVERWRITE  T DOMAIN  

 
   

 
 

     SELECT   RETURN 
 

    

 
 POWER - T  FREQ - T  PHASE - T  IQ - T  Q - I    

 
 

         RETURN 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ４ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ３ 

Ｆ１ 

Ｆ６ 

Ｆ１ 
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（４） 

 

 

 

 

 

 

で、解析を開始するフレーム数を設定します。 最大は取り込みフレーム数です。 

で、解析を行うフレーム数を設定します。 最大のフレーム数は５００、もしくは、 

解析を開始するフレーム数から取り込んだ最大のフレーム数の範囲です。 

 

ＭＡＩＮ画面（上段）に解析を行う部分のフレームの波形が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １０００  １  １００  １ 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ４ 

Ｆ１ Ｆ５ 

Ｆ１ 
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２－１－６. ＭＡＩＮ画面 ： ＩＱ対時間 

（１） 

 

 

 

 

 

 

   リアルタイム・スペアナメニューで          を押しますと次の表示になります。 

（２） 

 

 

 

 

 

 

             を押しますと次の表示になります。 

（３） 

 

 

 

 

 

 

             を押した後に、        を２回押して、リアルタイム・スペアナメニューに戻ります。 

 

 

 

 

 

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １０００  １  １  １ 
 

    

 
 SPECTRUM  SPECTROGM  OVERWRITE  T DOMAIN  

 
   

 
 

     SELECT   RETURN 
 

    

 
 POWER - T  FREQ - T  PHASE - T  IQ - T  Q - I    

 
 

         RETURN 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ４ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ４ 

Ｆ１ 

Ｆ６ 

Ｆ１ 
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（４） 

 

 

 

 

 

 

で、解析を開始するフレーム数を設定します。 最大は取り込みフレーム数です。 

で、解析を行うフレーム数を設定します。 最大のフレーム数は５００、もしくは、 

解析を開始するフレーム数から取り込んだ最大のフレーム数の範囲です。 

 

ＭＡＩＮ画面（上段）に解析を行う部分のフレームの波形が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １０００  １  １００  １ 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ４ 

Ｆ１ Ｆ５ 

Ｆ１ 
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２－１－７. ＭＡＩＮ画面 ： Ｑ対 Ｉ 

（１） 

 

 

 

 

 

 

   リアルタイム・スペアナメニューで          を押しますと次の表示になります。 

（２） 

 

 

 

 

 

 

             を押しますと次の表示になります。 

（３） 

 

 

 

 

 

 

             を押した後に、        を２回押して、リアルタイム・スペアナメニューに戻ります。 

 

 

 

 

 

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １０００  １  １  １ 
 

    

 
 SPECTRUM  SPECTROGM  OVERWRITE  T DOMAIN  

 
   

 
 

     SELECT   RETURN 
 

    

 
 POWER - T  FREQ - T  PHASE - T  IQ - T  Q - I    

 
 

         RETURN 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ４ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ５ 

Ｆ１ 

Ｆ６ 

Ｆ１ 
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（４） 

 

 

 

 

 

 

で、解析を開始するフレーム数を設定します。 最大は取り込みフレーム数です。 

で、解析を行うフレーム数を設定します。 最大のフレーム数は１００、もしくは、 

解析を開始するフレーム数から取り込んだ最大のフレーム数の範囲です。 

 

ＭＡＩＮ画面（上段）に解析を行う部分のフレームの波形が表示されます。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

MAIN  SUB  １０００  １  １００  １ 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ４ 

Ｆ１ Ｆ５ 

Ｆ１ 
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空白ページ 
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空白ページ 
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